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研究成果の概要（和文）：新自由主義の体制とその理念が、とりわけ北欧において、独自の形態をとり、新たな
展開をみたことを踏まえて、その先に可能な、新しいタイプの自由主義経済思想の理念を探った。他方で新自由
主義に対する批判は、フランスでは独特の観点からなされている。そのような批判を踏まえたとき、新しい自由
主義の可能性はどこにあるのか。現代経済思想における、アマルティア・センの貢献「潜在能力アプローチ」
や、最近になって飛躍的に台頭してきたキャス・サーンスティン等の「リバタリアン・パターナリズム」などの
知見を踏まえて、自由主義の理念を再検討した。

研究成果の概要（英文）：The idea of neo-liberalism took its new form especially in Northern Europe 
and show new developments on its thought and policy. We explored the idea of this new type of 
liberal economic thought and its potentialities. On the other hand, many of original criticisms 
against neoliberalism have been made in French literatures. With reference to such criticism, we 
explored some possible forms of new liberalism. For example we examined Amartya Sen’s contribution 
of capacity approach and Sun Stein’s "Libertarian-Paternalism" in modern economic thought.

研究分野：経済思想
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１．研究開始当初の背景 
新自由主義に対する批判言説は、現代の市
場経済システムに対する根本的な疑義とし
て、90年代の後半から爆発的に増大し、グロ
ーバリズムに対する批判と呼応しながら、世
界的なうねりをなしてきた。論文データベー
スの「Web of Science」で「neoliberalism」
をトピック検索すると、この十年間で、3,000
本以上の論文が、このテーマに関連して書か
れていることが分かる。また Amazonや紀伊
国屋の書籍検索では、この 10 年間で、500
冊程度の本が、このテーマをめぐって（英語
圏で）出版されている。経済学説史の分野で
も、「アダム・スミスから新自由主義まで」
を、入門的な教科書で扱う書籍が増えてきた。
日本においても活発に議論されており、文献
の数は膨大である。経済学の領域のみならず、
教育学や社会学や政治思想の領域において
も、大きな影響を及ぼしている。 
 にもかかわらず、新自由主義の経済思想的
研究は、成熟していない。あまりにも多岐に
わたる影響力をもつ概念であるため、いった
いそこに共通の理解があるのかどうか、怪し
い状況が生まれている。「新自由主義」の概
念は、誰もがそれを直観的に知っているけれ
ども、誰も定義を明確に述べることができな
い、などと言われる。そうであればこそ概念
分析とモデル化の研究は、学術的にも政策的
にも、重要な意義をもちうるだろう。 
他方で、新自由主義に対する理解は、この 10
年の間に少しずつ変容してきた。逆説的なが
ら、批判者たちの批判もまた、新自由主義の
理念に包摂されてしまう可能性がでてきた。
例えば 90 年代において、新自由主義に対抗
する一つの実効的なオルタナティヴは、アン
ソニー・ギデンズ著『第三の道』(原著 1998
年)に結実した。「第三の道」の経済思想は、
イギリスのブレア政権の政策理念を導き、サ
ッチャー政権時の新自由主義思想に代替す
るものと期待された。ところがその後、「第
三の道」も、新自由主義の亜種であるとみな
されるようになる。なぜ「第三の道」が新自
由主義に包摂されてしまうのかについて検
討することは、現代の経済思想を理解する上
で重要な鍵となるだろう。 
 他方でゼロ年代に入ってから日本では、新
自由主義に対する実効的なオルタナティヴ
が、とりわけ北欧型の福祉社会モデルに求め
られた。ところが様々な点で新自由主義化し
ている北欧諸国は、政策モデルとしてみた場
合に、やはり新自由主義の思想に包摂される
可能性がある。むろんそのような包摂は、既
存の新自由主義への包摂ではなく、新自由主
義思想の再規定と練り直しを通じた包摂と
なる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の初発の関心は、新自由主義の概念
がゼロ年代に入ってから変容し、多様化して
きたという点にある。例えば、マウリツィ

オ・ラッツァラート著『借金人間製造工場』
（原著 2011 年）や、フレデリック・ロルド
ン『なぜ私たちは、喜んで“資本主義の奴隷”
になるのか？』（原著 2010年）は、いずれも
独創的な仕方でこの概念を再規定した上で、
批判を展開している。前者は「規制緩和と国
債発行＝財政赤字の同時発生」を、後者は「資
本家的欲望による捕獲(幸せな労働者)」の問
題を、それぞれ提起している。新たな経済思
想の展開を踏まえた上で、新自由主義の多様
性と批判者たちの批判を丹念に検討し、新た
に北欧型の新自由主義経済思想を理念化す
ることが課題となる。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、三つの段階に分けて計画を立て、
展開していく。第一段階においては、学説史
的検討と概念分析が中心となる。膨大な数に
のぼる文献のなかから、基本的なものを猟歩
していくと同時に、とりわけモン・ペルラン
協会の活動との関連において、新自由主義の
歴史的展開を捉えたい。第二段階においては、
現代における言説分析をすすめるために、オ
ングの新自由主義分析を手法として参照し
ながら、とりわけ日本の言説分析と現状分析
をすすめる。最後に、第三段階においては、
類型論的な分析から、北欧型新自由主義のモ
デルを提示するにいたるまでの研究を進め
たい。 
 日本における新自由主義の言説の多くは、
新自由主義を批判するものであり、その内容
は根源的であるとしても、多くの場合、断片
的なものにとどまってきた。根源的かつ断片
的な批判を検討する方法は、その批判が拠っ
て立つ価値観を、規範理論の観点から批判的
に検討し、その長所と短所を明確にすると同
時に、批判理論としての、あるいは規範理論
としての、体系化可能性を探ることである。
そのために、ロールズ以降の規範理論に学び、
その成果を応用して、新自由主義批判の体系
的な意義を解釈したい。 
 第三段階における、類型的な分析について
は、現代の福祉国家論や労働経済学を参照し
つつすすめることが正攻法となる。学説史的
にみて、「第三の道」という発想は、20 世紀
の歴史の中でさまざまな仕方で提起されて
きたが、なかでも例えば、ギデンズ著『第三
の道』との比較によって、「北欧型新自由主
義」モデルの優位性を主張することは、有意
義な認識利得をもたらすと考えられる。また
カナダ型や北欧型の新自由主義を検討する
に際しては、OECD や World Bank が提供する
指標を用いて分析することになる。 
 本研究は、新自由主義の言説を総合的に分
析することを目指しているため、教育思想や、
日本の政党政治をめぐる現代政治学の分析
手法、あるいは福祉国家論や労働政策論など
の諸分野のテキストを検討し、またそれにふ
さわしい手法を用いる。 
 



４．研究成果 
 「北欧型新自由主義」の思想を検討するに
際して、まず本研究では、日本において「新
自由主義」の言説がいかに語られてきたのか
について検討した。また新自由主義思想に対
して最も根源的な批判が提起されるフラン
スの現代思想において、同批判がいかなるオ
ルタナティヴを提起しているのかを検討し
た。これらの研究から見えてきたのは、新自
由主義がケインズ主義を包摂する形で変容
してきたことであり、また批判者の立場も、
ケインズ主義批判を含めた視点を提起し、論
争の次元が新たな段階に入ったことである。 
合わせて北欧社会ではこの 20 年間で新自
由主義の政策が浸透し、福祉国家を前提とし
ながらも新たな経済体制を模索する動きが
あった。その特徴は様々な点で特筆すべきで
あるが、本研究では、福祉国家の哲学的基礎
を再検討し、そこに北欧型の新自由主義から
示唆される理念を体系的に論じることに一
定の成果を得た。北欧型の一つの特徴は、福
祉国家の政策が、国民ないし社会に対する投
資志向をもつものであり、この点でアマルテ
ィア・センの「ケイパビリティ」促進論と親
和性をもつ。本研究ではこのケイパビリティ
概念の哲学的検討から、新たに「ポテンシャ
リティとしてのケイパビリティ」という理念
を提起し、その含意を明らかにした。また他
方で、行動経済学等を取り入れて発展しつつ
ある現代のリバタリアン・パターナリズムの
経済思想・法哲学の検討から、新たに「ヴィ
タ・アクティヴァ」モデルとしての政府介入
正当化論を提起した。それは自律していない
構成員が、政府に対して、自身を自律させる
ために政府介入を要請するという正当化論
の可能性を探るものであり、さらに自律の先
にある社会理論を検討するものである。リバ
タリアン・パターナリズムは、社会的功利主
義の観点から、あらゆる介入技術を肯定する
傾向にある。しかしその正当化論をめぐって、
一定の価値理念による方向性を提起するこ
とは、価値を争う民主主義社会において必要
な手続きであり、本研究はそのような民主的
議論のための価値争点を明確にしつつ、北欧
型の新自由主義が、いかなる福祉国家を正当
化しうるのかについて明らかにした。 
この正当化は、IT 産業とともに新しく台頭
してきた中間層が、どのような経済思想を支
持するのか、またその意識はどのようなもの
かについての議論と深く関係する。本研究は
新自由主義を含めた広い意味での「自由主
義」が、現代においてどのように変容してい
るのかを検討し、「新しい中間層」が創造階
級の市民的特徴を持ち、政府および家庭にお
ける投資志向を支持するのではないかとの
仮説から、リベラリズム思想の新たな再編を
行った。北欧型新自由主義がもつ「投資志向」
という特徴は、実は現代のリベラリズム思想
において、思想理念として議論されていない
点に問題がある。本研究はこの点に注目して、

現代の自由主義ないし新自由主義がいかな
る思想的変容ないし発展を遂げうるのかに
ついて検討した点に特徴がある。この点につ
いて、国際学会の他に、中国や韓国の大学で
の招待講演でも報告し、あるいはまたエッセ
イの形式で考察を発表した。 
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